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語文126（2026・6　大阪大学国語国文学会）

前
田
富
祺
先
生
を
悼
む

蜂　
　

矢　
　

真　
　

郷

本
学
名
誉
教
授
の
前
田
富
祺
先
生
が
、
昨
年
一
一
月
一
二
日
に
八
八
歳
で

御
逝
去
さ
れ
た
。

何
年
か
前
に
、
先
生
の
御
体
調
が
お
悪
い
と
お
聞
き
し
て
い
る
け
れ
ど
も

ど
の
よ
う
な
様
子
な
の
か
尋
ね
て
く
れ
な
い
か
と
の
メ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
れ

で
お
宅
に
お
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
入
院
さ
れ
て
手
術
も
さ
れ
た
が
、
今
は
退

院
さ
れ
て
通
院
さ
れ
て
い
る
と
、
奥
様
か
ら
も
、
先
生
御
本
人
か
ら
も
お
聞

き
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
耳
の
調
子
が
よ
く
な
い
が
、
補
聴
器
を
使
う
と
雑

音
が
多
く
な
り
、
却
っ
て
聞
こ
え
に
く
い
と
い
う
お
話
も
あ
っ
た
。
今
か
ら

思
え
ば
、
そ
れ
が
先
生
と
最
後
に
お
話
し
し
た
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

い
や
、
郵
便
の
往
復
は
そ
の
後
に
も
あ
る
。

四
半
世
紀
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
二
○
○
一
年
三
月
に
先
生
が
大
阪
大
学

を
定
年
で
御
退
官
さ
れ
る
際
に
は
、「
語
文
」
七
五
・
七
六
輯
の
「
前
田
富

祺
教
授
退
官
記
念
国
語
学
特
輯
」
に
「
前
田
富
祺
先
生
の
御
退
官
に
あ
た
っ

て
」
を
記
し
た
こ
と
が
あ
り
、
些
か
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
恐
れ
も
す

る
が
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
あ
る
。

先
生
に
初
め
て
お
目
に
か
か
か
っ
た
の
は
、
第
五
回
国
語
語
彙
史
研
究
会

（
一
九
八
○
年
九
月
一
三
日
、
京
都
大
学
楽
友
会
館
）
で
御
発
表
さ
れ
た
時

で
あ
っ
た
か
。「
語
彙
資
料
と
し
て
の
滑
稽
演
説
」
と
の
題
で
あ
っ
た
。
私

は
和
泉
書
院
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
そ
の
会
の
こ
と
を
知
り
、
参
加
し
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
日
の
発
表
者
は
、
先
生
の
他
に
、
山
口
佳
紀
先
生
・
阪
倉
篤

義
先
生
と
い
う
豪
華
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

国
語
語
彙
史
研
究
会
は
、
当
初
、
創
立
さ
れ
た
三
人
の
幹
事
の
方
が
お
ら

れ
る
神
戸
大
学
（
根
来
司
先
生
）・
奈
良
教
育
大
学
（
山
内
洋
一
郎
先
生
）・

大
阪
大
学
（
前
田
先
生
）
で
開
か
れ
る
の
が
通
常
で
、
第
何
回
と
い
う
回
数

が
五
の
倍
数
の
時
に
は
京
都
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
後
に
は
、
三
大

学
の
他
で
も
開
か
れ
、
十
の
倍
数
の
時
に
京
都
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
）。
私
は
、
第
五
回
に
参
加
し
て
以
降
、
病
気
（
風
疹
、
治
っ
て
い
た
が

ま
だ
う
つ
す
可
能
性
が
あ
っ
た
）
と
交
通
事
故
（
一
箇
月
入
院
、
退
院
後
も

暫
く
休
職
）
と
で
、
二
回
休
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
先
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
る
ま
で
、
全
回
御
参
加
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

私
が
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
最
初
は
、
第
一
二
回
（
一
九
八
二
年
一
二

月
一
一
日
、
大
阪
大
学
待
兼
山
会
館
）
で
の
「
動
詞
の
重
複
と
ツ
ツ
」
で
あ
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り
、
そ
れ
は
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
五
［
一
九
八
四･

五

、
第
一
回
新
村
出
賞
受

賞
記
念
］
に
掲
載
さ
れ
た
（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
第
二
集
・
第
三
集
の

研
究
業
績
に
対
し
て
新
村
出
賞
を
受
賞
し
た
の
で
あ
っ
た
）。

幹
事
三
人
の
他
に
、
糸
井
通
浩
先
生
と
共
に
委
員
と
し
て
加
わ
っ
た
の
は

一
九
八
九
年
四
月
で
あ
る
（
そ
の
後
、
委
員
は
、
後
に
幹
事
も
、
徐
々
に
増

え
た
）。
一
九
九
○
年
三
月
に
根
来
先
生
の
定
年
退
官
で
、『
国
語
語
彙
史
の

研
究
』
十
［
一
九
八
九･

一
二

、
第
十
集
記
念
］
は
、「
根
来
司
著
書
・
論
文
・
研
究

発
表
総
目
録
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
実
質
的
に
は
根
来
先
生
の
退
官
記
念

で
も
あ
り
、
そ
し
て
、
代
表
幹
事
は
根
来
先
生
か
ら
前
田
先
生
に
移
っ
た
。

一
九
九
一
年
四
月
に
私
が
大
阪
大
学
に
転
任
し
て
か
ら
は
、
お
手
伝
い
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
年
三
回
の
研
究
発
表
会
を
開
く
に
当
た
り
、
案
内

の
葉
書
を
書
く
の
で
あ
る
が
、
一
五
○
枚
を
超
え
て
い
た
か
、
か
な
り
大
変

で
あ
っ
た
（
院
生
に
手
伝
っ
て
貰
っ
た
り
も
し
、
後
に
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
）。
当
初
、
会
費
は
な
か
っ
た
が
、
参
加
費
五
○
○
円
を
い

た
だ
く
よ
う
に
し
た
。
四
年
ほ
ど
、
編
集
主
任
の
役
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。

前
田
先
生
の
御
退
官
に
あ
た
り
、『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
十
［
二
○
○
一･

三

］
は
、
第
二
十
集
記
念
・
前
田
富
祺
教
授
退
官
記
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

代
表
幹
事
は
糸
井
先
生
が
固
辞
さ
れ
て
私
に
ま
わ
っ
て
来
た
。
そ
の
時
に
、

編
集
主
任
を
、
臨
時
に
で
は
な
く
持
続
的
な
役
に
す
る
（
基
本
的
に
二
年
任

期
）
こ
と
に
し
た
。
代
表
幹
事
に
な
っ
て
か
ら
は
、
毎
年
、
論
文
を
投
稿
す

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
○
一
○
年
三
月
、
私
が
大
阪
大
学
を
定
年
退
職
す
る
際
に
、
代
表
幹
事

を
乾
善
彦
先
生
に
、
新
た
に
庶
務
主
任
を
岡
島
昭
浩
先
生
に
お
願
い
し
た
。

そ
の
後
、
乾
先
生
が
、
関
西
大
学
で
の
仕
事
が
相
当
大
き
く
増
え
て
身
体
が

持
た
な
い
と
の
こ
と
で
、
二
○
一
八
年
か
ら
代
表
幹
事
を
岐
阜
大
学
の
佐
藤

貴
裕
先
生
に
お
願
い
し
た
。

な
お
、
前
田
先
生
は
『
国
語
語
彙
史
研
究
』［
一
九
八
五･

一
○　

明
治
書
院
］
に

よ
り
、
翌
年
六
月
、
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
柳
田
征
司
先
生
の

書
評
（「
国
語
学
」
一
四
七
号
［
一
九
八
六･

一
二

］）
が
あ
る
。
二
○
○
○
年
前
頃

に
、
国
語
審
議
会
で
表
外
漢
字
字
体
表
な
ど
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
私
が
大
阪
大
学
に
着
任
す
る
よ
り
か
な
り
前
か
ら
の
こ
と
で
あ
る

が
、
年
二
回
の
国
語
学
会
（
後
に
日
本
語
学
会
に
名
称
変
更
さ
れ
る
）
や
、

年
三
回
の
国
語
語
彙
史
研
究
会
の
折
な
ど
、
前
田
先
生
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
懇
親
会
の
後
、
先
生
に
着
い
て
行
っ
て
、
最
後
は
カ
ラ
オ
ケ

に
行
く
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
当
初
は
歌
え
る
歌
が
な
く
苦
労
し
た
り
し
た

が
、
後
に
は
歌
え
る
歌
が
カ
ラ
オ
ケ
に
増
え
た
の
で
あ
っ
た
。

当
時
は
、
国
語
学
会
の
前
日
の
金
曜
日
の
、
訓
点
語
学
会
や
日
本
方
言
研

究
会
の
後
に
、
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
会
と
も
言
わ
れ
る
、
昭
和
十
年
代

生
ま
れ
（
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
と
、
昭
和
十
年
代
生
ま
れ
と
は
、
厳
密
に

は
一
致
し
て
い
な
い
か
）
の
方
々
の
研
究
会
が
あ
り
（
後
に
論
文
集
『
日
本

語
史
研
究
の
課
題
』［
二
○
○
一･

一
○　

武
蔵
野
書
院
］
が
刊
行
さ
れ
た
際
に
は
日

本
語
研
究
会
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
方
が
本
名
で
あ
ろ
う
）、
そ
の
後

に
先
生
と
御
一
緒
し
た
こ
と
も
あ
る
か
。
そ
の
会
に
お
出
で
の
他
の
先
生
方

と
、
い
ろ
い
ろ
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
前
田
先

生
の
お
蔭
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
一
○
月
、
九
州
大
学
（
今
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
前
）
で
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開
か
れ
た
国
語
学
会
の
時
は
、
前
日
の
金
曜
日
に
行
か
れ
た
店
に
、
先
生
が

明
日
も
来
る
と
言
っ
て
お
か
れ
た
の
で
、
台
風
が
来
る
の
で
ほ
と
ん
ど
の
店

が
休
み
に
な
っ
て
も
、
二
次
会
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
前
田
先
生
が
大
阪
大
学
に
お
ら
れ
た
時
、
忘
れ
ら
れ
な
い
先

生
の
御
発
言
が
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

大
阪
大
学
に
は
国
語
学
と
日
本
語
学
と
が
あ
り
、
大
学
院
や
学
部
の
改
組

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
時
な
ど
に
、
思
い
も
し
な
い
発
言
を

さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
た
り
し
て
、
も
め
る
元
に
な
り
か
ね
な
い
よ
う
な
こ
と

も
あ
っ
た
。
文
学
研
究
科
長
に
呼
び
止
め
ら
れ
て
、
好
ま
し
く
な
い
改
組
案

を
聞
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
た
。

そ
れ
ら
よ
り
は
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
、
日
本
語
学
に
工
藤
真
由
美
先
生

が
着
任
さ
れ
、
半
年
後
に
国
語
学
に
金
水
敏
先
生
が
着
任
さ
れ
た
際
に
、
国

語
学
と
日
本
語
学
と
の
共
同
で
お
二
人
の
歓
迎
会
が
川
西
市
で
開
か
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
時
に
、
前
田
先
生
は
御
挨
拶
の
中
で
、
別
々
に
い
る
か
ら

こ
こ
ま
で
大
き
く
な
れ
た
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
合

併
し
た
り
す
る
と
、
教
員
数
が
多
す
ぎ
る
か
ら
削
れ
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
よ

う
な
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
の
後
に
前
田
先
生
の
御
定
年
が
近
く
な
っ
て
き
た
頃
、
日
本
語
学
の
真

田
信
治
先
生
の
提
案
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
国
語
学
・
日
本
語
学
の
教

員
一
同
で
、
車
三
台
で
あ
っ
た
か
、
富
山
県
ま
で
旅
行
す
る
こ
と
が
な
さ
れ

た
。
真
田
先
生
の
郷
里
で
あ
る
五ご

箇か

山や
ま

を
含
ん
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
っ

た
が
、
本
当
に
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
、
行
き
は
真
田
先
生

の
車
に
乗
せ
て
貰
い
、
真
田
先
生
は
一
緒
に
帰
ら
れ
ず
富
山
に
残
ら
れ
た
の

で
、
帰
り
は
金
水
先
生
の
車
に
乗
せ
て
貰
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
金
水
先
生
が

大
阪
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
る
前
ま
で
で
あ
っ
た
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ

の
時
の
写
真
が
載
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

前
田
先
生
は
、
大
阪
大
学
を
定
年
退
官
さ
れ
た
後
、
神
戸
女
子
大
学
に
お

勤
め
に
な
っ
た
。
内
田
康
夫
『
須
磨
明
石
殺
人
事
件
』
の
ド
ラ
マ
で
、
神
戸

女
子
大
学
が
写
る
の
で
、
録
画
し
た
も
の
を
お
渡
し
し
た
こ
と
が
あ
る
。
二

○
○
三
年
か
ら
二
年
間
で
あ
っ
た
か
、
国
語
学
会
→
日
本
語
学
会
の
会
長
を

務
め
ら
れ
た
が
、
名
称
変
更
に
伴
う
御
苦
労
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
二
○

○
七
年
の
夏
に
は
、
先
生
が
古
稀
を
迎
え
ら
れ
る
際
に
京
都
で
お
祝
い
の
会

が
あ
り
、
私
も
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
翌
年
に
は
、
神
戸
女
子
大
学

を
定
年
退
職
さ
れ
、
神
戸
女
子
大
学
の
名
誉
教
授
に
も
な
ら
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
よ
り
前
の
国
語
語
彙
史
研
究
会
で
は
、
後
に
は
懇
親
会
が
終
わ

る
前
に
お
帰
り
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
お
出
で
で
あ
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
国
語
語
彙
史
研
究
会
は
二
回
中
止
、
そ
の
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に

な
っ
て
、
そ
れ
で
先
生
と
お
会
い
す
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昨

年
一
一
月
末
、
本
当
に
久
し
ぶ
り
な
が
ら
対
面
で
国
語
語
彙
史
研
究
会
が
開

か
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
も
う
先
生
の
御
逝
去
の
後
で
あ
っ
た
。

昨
年
は
、
国
語
学
の
先
生
方
が
全
国
で
何
人
も
亡
く
な
ら
れ
る
年
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
前
田
先
生
が
御
逝
去
さ
れ
た
の
は
、
極
め
て
大
き
い
こ
と

で
あ
る
。
今
は
、
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（
は
ち
や
・
ま
さ
と　

本
学
名
誉
教
授
）
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